
『実行委員の歩み』

　若者による若者の場を実現するべく, 実行委員を公募し,
第 2 部のトークフリマを始め, 広報やオリジナルグッズの開
発 , 会場演出など , 多岐に渡る活動をともにしてきました。
ここでは , 実行委員のメンバーがその変遷をたどります。

7月3日（金）第1回実行委員会　　　　　　　　　　　
これからイベントを運営していくにあたって初の顔合わせ！
ユースシンポジウム2015のコンセプトについて話し合いまし
た。　

7月 9日（木）第2回実行委員会　　
ユースシンポジウム2015 のテーマが「人生はサバイバル」と
いうことで, 私たちが考える「サバイバル」とはどのようなこと
なのか話し合いました。また, 運営・広報・グッズの班分けが決
定しました。

7月14日（火）第3回実行委員会　　
ユースシンポジウム2015の第2 部トークフリマのテーマ
「reconsider：本当の自分」に決定！

コンセプトワークからスタート

夏休みの一コマとして

8月3日（月）第４回実行委員会　　　　　　　　　　　　
運営班, 広報班, グッズ班の進捗状況報告をしました。運営班
では各ブースのデザイン内容広報班は SNS 発信などの広告
案 , グッズ班は缶バッチデザイン案を互いに共有しあいまし
た。

8月17日（月）第5回実行委員会
イベント当日のパンフレット作成案とスタンプラリー実施に
ついて話し合いました。

8月27日（木）プレイベント
京都駅前でプレイベントを行いました。プレイベントではチラ
シ配りと, “あなたにとってサバイバルとは？”というアンケー
トを実施しました。人通りの多い京都駅前での実施だったの
で, 普段関われないような方達とたくさん関われてとてもいい
経験になりました。

班別の話し合いが続いた日々

実を結んだ日

ラストスパート！

　いよいよやってきた 9 月 27 日, 約 3ヶ月もの間作ってきた

ものが実を結ぶ日。私は朝からとても緊張していました。初め

てユ―スシンポジウムに関わることができ, その中で実行委員

長という大きな役割をいただき本当に良い経験ができたと思っ

ています。実行委員としても楽しかったですし, 何より足を運

んできてくださった参加者の皆さんが「楽しかった」「来年も

参加したい」とおっしゃったことが何よりの喜びです。実行委

員長として拙い部分も多々あったかと思いますが, 実行委員の

皆さんとイベントに関われて本当に良かったです。ありがとう

ございました！（実行委員長　堀井 七海）

【編集後記】
　“若者のリアルな声が表現される報告書にしたい” そう願って報告
書づくりに取り組みました。“いまを生き抜く”ためのコトバや想いに ,
共鳴できるものがありましたでしょうか。『人生はサバイバル』, どう
か前向きに , 等身大に , 若者たちの道が拓かれていきますように。

9月4日（金）第6回実行委員会
イベント前最後の実行委員会ということで各班の進捗報告と
１部でのトークフリマ紹介について話し合いました。いよいよ,
本番に向けて入念に準備確認！

9月 19日（土）リハーサル
当日の準備をみんなで協力しながら作りあげました。第 2 部
のブースの部屋に入りやすいように工夫したり , ブースのカテ
ゴリーによって部屋の飾りつけを考えたりしました。実行委
員の団結力が見られた１日でした。

9月 26日（土）前日準備
ひたすら, 会場設営と装飾 , そして資料詰め作業に取り組みま
した。

9月 27日（日）ユースシンポジウム2015当日

10月 15日（木）第7回実行委員会
ふりかえりの会。参加者アンケートだけではなく, 自分たち自
身が取り組んできたことや学んだことについてもふりかえり
ました。

立ち上げから 3 ヶ月間 ,
ともに走りきった。

実行委員長より挨拶
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